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研究成果の概要（和文）：本研究は、子どものウエルビーイングに影響する要因に着目し、地域との協働による
早期支援プログラム開発と検証を行った。国内外の先行研究より、地域の中で子どもの居場所や社会活動の機
会、親支援を行っている事例を整理し、プログラムの効果を検討した。また国内外のコホート研究を参照し、評
価指標を検討した。地域特性を生かした支援プログラムの展開と評価を実施した。地域と連携したコミュニティ
活動への参加は、社会とのかかわりを高め、健康に関連したQOLの向上につながることが示唆された。今後は詳
細な要因分析を継続するとともに、コホート連携を進め、他プログラムとの比較や長期的効果の検証を行う。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on factors influencing children's well-being, developing 
and validating early support programs in collaboration with local communities.It draws upon domestic
 and international research, organizing community-based instances providing social engagement, 
belonging, and parental support, assessing program efficacy. Reference to cohort studies informs 
evaluation metrics. 
Programs, leveraging local traits, were implemented and evaluated. Participation in community 
activities suggests enhanced social interactions and improved health-related quality of life. Future
 efforts entail detailed factor analysis, advancing cohort collaborations, comparative assessments, 
and long-term efficacy evaluations.

研究分野：子ども学　生涯発達看護学　子ども家庭福祉

キーワード： コホート研究　社会性　思春期　学校適応　コミュニティ・エンパワメント　ソーシャル・キャピタル
　ウェルビーイング　生涯発達

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
当事者の力を引き出すエンパワメントの視点からは、子どもと養育者の抱える困難に早期に気づき、さらに当事
者の強みや活用可能な資源を見出すことで、育児環境や仲間関係、地域とのつながりを促進する仕組みづくりが
有効である。
本研究は、生涯発達とコミュニティ・エンパワメントの視点から、思春期におよぶ学校不適応に及ぼす社会との
かかわりの影響を明らかにし、地域連携型の予防的支援モデルを示した点、コホートデータを用いて検証してい
る点、国際研究セミナーおよび研究会議を開催し大学院生から子育て中の研究者、先導的立場の研究者までが多
様な研究者が議論する機会を確保し、国際共同研究につなげており、学術的意義は高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
子どもと養育者をとりまく社会的環境が急激に変化する中で、虐待や社会的不適応など特段の
配慮を要する子どもと養育者は増加傾向にある。近年の虐待報告件数の急増、学校不適応への対
応は喫緊の課題である。現状では、子どもの安全確保が最優先となり、社会的養護による家族分
離や、学校不適応児の教室からの排除などが主流であり、学校不適応に至る前に、子どもや養育
者を支援する取組みは必ずしも十分ではない現状がある。加えて、学童期、思春期の心身の不調、
非行など広義の学校不適応は、抑うつや反社会的行動など、青年期以降のより深刻な社会的問題
と密接に関連することが指摘されている。このため、問題が深刻化し、子どもの社会的排除に至
る前の予防的介入の視点が重要である。米国の Adverse Childhood Experiences (ACE) Study
は、虐待など小児期の逆境的体験がその後の自殺など、将来の健康に影響することを報告してい
る。生涯発達の視点からは、乳幼児期の環境がその後の生涯に及ぶ発達、健康に長期的に影響す
ることが明らかであり、乳幼児期の育児環境が、就学前の社会性発達および、学童期以降のスト
レス反応に関連すること（Tanaka, 2013）、虐待には養育者の育児不安や、孤立、子どもの障害
などの要因が複合していること(望月、田中、2014)、が示唆される。 
地域とのかかわりが学校不適応予防につながると考えられることから、子どもや家族、コミュ
ニティの力を引き出すエンパワメントの視点から、当事者を巻き込み、介入プログラムを共創す
ることがより効果的と考えられる。国内では、学校運営協議会制度やアフタースクール事業など
の取り組みが散見されるものの、地域コミュニティの力を活かした学校不適応予防の取り組み
について、そのプロセスと実施効果を科学的に検証した研究は乏しいのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、地域コホートデータの活用により得られた学校不適応などの学童期、思春期のウエ
ルビーイングに関する地域連携型早期支援モデルを発展させ、地域コミュニティの力を活かし
た支援プログラムを開発し、検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）プログラム開発に向けた事例検討とプログラム内容の検討 

 文献レビュー、資料分析、フォーカス・グループインタビューなどの質的研究を実施し、プロ
グラムに含める要因を選定した。同時に、幼児期の育児環境、貧困、虐待、仲間関係、気になる
行動、地域とのつながりなどの予測される影響要因について、発達や、学童期以降の学校不適応
に及ぼす複合的な影響を、経年的な多変量解析により思春期、および青年期の適応とウェルビー
イングを把握するための項目を選定した。 
 
（２）プログラムの開発、実施 
①選定した内容を整理し、乳幼児期・学童期から思春期・青年期におよぶ地域と共創したプログ
ラムを開発した。 
②プログラムに携わる専門職へのインタビュー、関連分野の研究者および実践者とのディスカ
ッションを繰り返し、プログラムの調整を行った。 
  
（３）プログラムの評価 
 プログラムへの参加と思春期、青年期の適応、ウェルビーイングへの影響について、量的分析
により明らかにした。 
 

 
図 1.地域連携・共創型支援モデル 
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検討した。地域との協働による早期支援プログラムとして、多世代が参加できるコミュニテ
ィ活動、生活習慣および運動習慣への働きかけ、親支援、居場所づくりが抽出された。また、
コミュニティ活動の具体として、健康づくりに関するもの、防災・減災に関するもの、地域
づくり（コミュニティ菜園など）に関するもの、支援を必要とする子どもと家族を対象とし
たもの（子ども食堂など）が抽出された。親支援に関しては、学校を中心としたもの、地域
を中心としたもの（保育園などこれまでの関係性を基盤とした社会資源を含む）、インター
ネットを中心としたコミュニティが抽出された。居場所づくりでは、自治体を中心としたも
の、学校を中心としたものに加えて、ＮＰＯやその他の地域資源（保育園を含む）が抽出さ
れた。 
 
（２）プログラムの開発、実施 
 抽出された内容をもとに、①健康づくり、②地域づくりについて、プログラムを構築、実施し
た。③の防災、減災についてはアイディアにとどまり、プログラム化には至らなかった。 
 具体的には、多世代で参加可能な健康づくり活動、地域づくり活動への参加を促すプログラム
を開発、実施し、参加による効果を質的、量的に検討した。 
 
（３）プログラムの評価 
 プログラム参加により、社会とのかかわりの増加と、健康関連ＱＯＬの向上が示された。また、
質的なインタビュー調査により、プログラムへの参加は「やってみよう」「おもしろい」「楽しい」
といった意識を高め、ソーシャルキャピタルを高めることが示唆された。 
 今後は、要因を統制し、多角的、長期的効果の検証が必要である。 
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